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私は鳥に詳しいという訳ではありませんが、「野鳥と聞くとライチョウを連想

してしまうのは、両親がアウトドア好きで、その影響で私も自然が好きで、限

られた高地にしか生息していないライチョウの事も知っていたからです。私は

その神秘性に魅力を感じ、ライチョウをポスターにする事にしました。 

 制作にあたって、写真やインターネットで調べてみると、今まで知らなかっ

たライチョウの希少さ、美しさ、力強さ、人間の干渉によって数が減っている

事などがよく分かり、これらポスターを見る人にどう伝えればよいかという事

を意識しながら制作しました。 

美しさ、神秘性が伝わるよう、ライチョウは細部まで緻密に描写する事を心

掛けました。また、美しい自然の中にライチョウを配置する事により、「美しい

自然の中でしか生きられない」という事を伝えています。 

作品に対しては、自分の好きな鳥を思うように描く事ができた為、とても満

足しています。そして何より、この賞を頂けた事は、自分にとって大きな自信

にもなりました。 

今後も様々なできごとに関心を持ち、自身の美術的思考や知識、技術を向上

させる事が出来るように精進して参ります。 

 


